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Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
中
小･
中
堅
企

業
に
お
け
る
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
労
働
条
件
決
定
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
条
件
決

定
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
最
近

の
論
議
に
基
本
的
な
事
実
を
提
供
す
る

た
め
、
正
社
員
一
〇
〇
〇
人
未
満
の
企

業
を
対
象
に
郵
便
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
調
査
名
：「
中
小･

中
堅
企
業
に

お
け
る
経
営
者
と
従
業
員
と
の
労
働
条

件
を
め
ぐ
る
対
話
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」）
を
行
っ
た
。
調
査
期
間
は

二
〇
〇
六
年
七
月
一
二
日
か
ら
同
年
九

月
一
一
日
で
あ
り
、
送
付
企
業
数
は
一

万
二
〇
〇
〇
社
、
有
効
回
答
数
は
二
四

四
〇
票
で
回
収
率
は
二
〇
・
三
％
で
あ

っ
た
。
回
答
は
で
き
る
だ
け
社
長
に
お

願
い
し
た
が
、
結
果
と
し
て
取
締
役
や

管
理･

監
督
職
等
が
回
答
し
た
会
社
も

あ
っ
た
。
社
長
が
回
答
し
た
割
合
は
四

五
・
四
％
で
あ
っ
た（
２
）。
今
回
の
調

査
は
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調

査
で
日
が
当
た
ら
な
か
っ
た
三
〇
人
未

満
の
企
業
を
も
調
査
対
象
と
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
上
記
調
査
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
基
に
中
小
企
業
の
労
使
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

一
般
現
況

1
（
１
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針

　

中
小
企
業
が
、
企
業
経
営
を
行
う
上
で
、

従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の

く
ら
い
必
要
と
し
て
い
る
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
基
本
方
針
を
み
る
と
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
左
記
の
問
に
対

し
て
、「
Ａ
意
見
に
近
い
」（「
肯
定
型
」）二
八
・

二
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
Ａ
意
見
に
近

い
」（「
や
や
肯
定
型
」）
四
四
・
四
％
、「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
Ｂ
意
見
に
近
い
」（「
や
や
否

定
型
」）
二
〇
・
九
％
、
そ
し
て
「
Ｂ
意
見

に
近
い
」（「
否
定
型
」）
五
・
四
％
と
、
四
つ

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
肯
定
型
」と「
や

や
肯
定
型
」
と
を
あ
わ
せ
た
七
二
・
六
％
の

企
業
が
、
経
営
を
行
う
際
に
、
一
般
従
業
員

の
意
向
や
要
望
を
十
分
に
把
握
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、残
り
の
二
六
・

三
％
の
企
業
は
、
一
般
従
業
員
の
要
望
を
聞

く
必
要
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】

Ａ
意
見
：「
企
業
は
一
般
従
業
員
の
意
向
や

要
望
を
十
分
に
把
握
し
て
経
営
を
行
う
べ

き
だ
」

Ｂ
意
見
：「
経
営
は
経
営
者
が
行
う
も
の
で
、

経
営
に
つ
い
て
一
般
従
業
員
の
要
望
を
あ

え
て
聞
く
必
要
は
な
い
」

　

今
回
の
調
査
で
は
、
中
小
企
業
の
実
態
を

よ
り
詳
細
に
見
る
た
め
に
、
通
常
調
査
対
象

か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
二
九
人
以
下

の
企
業
に
対
し
て
も
調
査
を
行
っ
た
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針
に
か
か
わ
り
、

二
九
人
以
下
を
含
め
企
業
規
模
別
に
ど
の
よ

う
な
違
い
が
現
れ
て
い
る
の
か
。
基
本
的
に

は
大
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

小
差
の
特
徴
を
い
え
ば
、「
肯
定
型
」
が
三

〇
％
を
超
え
て
い
る
の
は
、
五
〇―

九
九
人

規
模
の
み
で
あ
り
、ま
た
、「
肯
定
型
」
と
「
や

や
肯
定
型
」
を
合
計
す
る
と
一
〇
〇―

二
九

九
人
規
模
が
最
も
多
く
七
六
・
五
％
に
の
ぼ

っ
た
。
五
〇―

二
九
九
人
の
規
模
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針
が
相
対
的
に
肯
定

的
で
あ
る
。
他
方
、「
否
定
型
」
が
最
も
多
い

中
小
企
業
に
お
け
る

労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

中
小
企
業
に
お
け
る

労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
労
働
条
件
決
定

（
１
）

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員　

呉　
　

学
殊

図表１　企業規模別コミュニケーション基本方針

図表２　経営情報の開示度
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の
は
一
〇―

二
九
人
規
模
で
八
％
に
達
し
、

他
の
規
模
が
四
〜
五
％
台
で
あ
る
こ
と
に
比

べ
て
約
二
倍
高
い
。
こ
の
小
差
以
外
に
、
企

業
別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針
は
見

ら
れ
な
い
（
図
表
１
）。

（
２
）
経
営
情
報
の
開
示
度

　

企
業
が
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

内
容
と
し
て
、
一
般
従
業
員
ま
で
ど
の
よ
う

な
経
営
情
報
を
開
示
し
て
い
る
の
か
。
経
営

情
報
の
項
目
別
に
、
公
開
し
て
い
る
企
業
の

割
合
を
見
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
経

営
方
針
が
最
も
多
く
八
五
・
七
％
に
達
し
て

い
る
。
次
い
で
、
売
上
高
七
二
・
六
％
、
利

益
五
八
・
八
％
、
事
業
計
画
五
七
・
五
％
、

生
産
計
画
三
五
・
七
％
、
人
員
計
画
二
八
・

二
％
、
人
件
費
二
一
・
二
％
、
そ
し
て
、
交

際
費
と
社
長
な
ど
役
員
の
報
酬
が
そ
れ
ぞ
れ

九
・
一
％
と
六
・
二
％
で
あ
っ
た
（
図
表
２
）。

　

こ
こ
で
も
、
企
業
規
模
別
に
経
営
情
報
開

示
率
の
違
い
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、

全
体
的
に
三
〇―

四
九
人
、
五
〇―

九
九
人
、

一
〇
〇―

二
九
九
人
の
規
模
に
は
、
経
営
情

報
開
示
に
違
い
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

　

経
営
情
報
項
目
ご
と
に
開
示
し
て
い
る
と

答
え
た
企
業
の
割
合
を
全
て
合
計
し
た
値
は

そ
れ
ぞ
れ
三
九
六
・
九
、
三
九
七
・
四
、
三

九
八
・
八
と
企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ

れ
て
約
一
ポ
イ
ン
ト
多
い
が
、
そ
れ
以
外
に

違
い
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
三
〇
〇―

九
九
九
人
の
規
模
は
、
経
営
情
報
開
示
率
が

最
も
高
く
全
項
目
の
合
計
が
四
一
八
・
五
と
、

三
〇―

二
九
九
人
の
規
模
よ
り
約
二
〇
ポ
イ

ン
ト
多
い
。
こ
の
よ
う
な
差
は
、
売
上
高
と

利
益
の
開
示
率
に
お
い
て
、
三
〇
〇―

九
九

九
人
規
模
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
ポ
イ
ン
ト
多
い

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
一―

九
人
と
一
〇―

二
九
人
の
規

模
は
、
そ
れ
以
上
の
規
模
に
比
べ
て
大
き
な

落
差
が
あ
る
。
経
営
情
報
の
全
項
目
合
計
が

一
〇―

二
九
人
の
規
模
の
場
合
、
三
六
六
・

三
と
三
〇―

四
九
人
規
模
に
比
べ
て
約
三
〇

ポ
イ
ン
ト
低
い
。
一―

九
人
規
模
は
、
経
営

情
報
全
項
目
の
合
計
点
が
三
〇
七
・
三
と
、

一
〇―

二
九
人
規
模
よ
り
約
六
〇
ポ
イ
ン
ト

低
い
。
全
体
的
に
二
九
人
以
下
の
小
企
業
は

経
営
情
報
を
一
般
従
業
員
に
伝
え
る
割
合
が

低
く
、
企
業
経
営
を
行
う
上
で
一
般
従
業
員

か
ら
の
十
分
な
協
力
が
得
ら
れ
る
の
か
心
配

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
般
的
に
経
営
情
報
開
示
度
が

最
も
低
い
役
員
報
酬
や
交
際
費
で
は
、
二
九

人
以
下
の
小
規
模
と
三
〇―

四
九
人
規
模
が

そ
れ
以
上
の
企
業
規
模
よ
り
高
い
こ
と
が
目

に
付
く
。
こ
れ
を
見
る
と
、
企
業
規
模
間
の

経
営
情
報
開
示
率
の
違
い
は
、
経
営
情
報
を

一
般
従
業
員
に
ま
で
伝
え
た
く
な
い
と
い
う

経
営
体
質
よ
り
も
、
伝
え
る
体
制
が
整
っ
て

い
な
い
か
そ
の
よ
う
な
必
要
性
を
感
じ
て
い

な
い
こ
と
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
３
）。

（
３
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
：

　
　

 

従
業
員
組
織

　

企
業
が
、
労
使
の
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
ツ
ー
ル
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も

の
を
持
っ
て
い
る
か
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
中
小
企
業
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
「
社
員
会
」

や
「
親
睦
会
」
な
ど
の
従
業
員
組
織
が
ど
の

く
ら
い
あ
る
か
を
聞
い
て
み
た
。「
あ
る
」

と
答
え
た
企
業
の
割
合
が
四
九
・
一
％
と
約

半
数
の
企
業
に
従
業
員
組
織
が
あ
る
。
従
業

員
組
織
の
結
成
時
期
は
、「
一
九
六
九
年
ま

で
」
二
一
・
三
％
、「
一
九
七
〇
年
代
」
一
七
・

六
％
、「
一
九
八
〇
年
代
」
二
八
・
四
％
、「
一

九
九
〇
年
代
」
二
一
・
四
％
、
そ
し
て
「
二

〇
〇
〇
年
以
降
」
二
一
・
四
％
と
七
一
・
二

％
の
従
業
員
組
織
が
一
九
八
〇
年
代
以
降
に

で
き
て
い
た
。
企
業
規
模
別
に
結
成
時
期
を

み
る
と
、
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
古
く
小
さ
い

ほ
ど
新
し
い
（
図
表
４
）。　

ま
た
、
企
業
規

模
別
に
従
業
員
組

織
の
有
無
を
み
る

と
、
概
ね
企
業
規

模
が
大
き
い
ほ
ど

従
業
員
組
織
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

「
一―

九
人
」
の

小
規
模
で
は
、
従

業
員
組
織
の
あ
る

割
合
が
一
一
・
七

％
と
他
の
規
模
に

比
べ
て
極
端
に
少

な
い
。

　

中
小
企
業
の
約

半
数
に
あ
る
従
業

員
組
織
は
ど
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
か
。
最

も
多
い
の
は
、「
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
親
睦
活

動
」
で
八
三
％
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。

企業規模 ～1969年まで 1970年代 1980年代 1990年代 2000年以降

全体 21.3 17.6 28.4 21.4 8.9

1-9人 7.7 10.8 20.0 41.5 12.3

10-29 15.2 15.6 34.8 20.4 11.6

30-49 20.4 15.7 27.8 23.6 11.1

50-99 21.7 17.0 30.7 20.3 8.0

100-299 24.0 23.1 25.8 19.9 5.4

300人以上 35.5 21.0 22.6 13.7 5.6

図表４　企業規模別従業員組織結成時期

図表３　企業規模別経営情報開示率（ＭＡ）

（単位：％）
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次
い
で
、「
慶
弔
金
や
貸
付
金
な
ど
の
共
済･

互
助
活
動
」
が
六
一
・
二
％
、
ま
た
、「「
賃

金
改
定
、
労
働
時
間･

休
日･

休
暇
、
福
利
厚

生
な
ど
の
労
働
条
件
を
経
営
側
と
話
し
合
う

活
動
」
と
、
ほ
と
ん
ど
労
働
組
合
と
違
わ
な

い
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
二
二
・
八
％

あ
る
（
図
表
５
）。

　

こ
の
割
合
は
、
概
ね
企
業
規
模
が
大
き
く

な
る
ほ
ど
、
多
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一―

九
人
一
六
・
九
％
、
一
〇―
二
九
人
一
二
・

八
％
、
三
〇―

四
九
人
一
九
・
〇
％
、
五
〇

―

九
九
人
二
五
・
三
％
、
一
〇
〇―
二
九
九

人
二
八
・
一
％
、
そ
し
て
三
〇
〇
人
以
上
三

七
・
一
％
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
労
働
組
合
の
よ
う
な
役
割

を
す
る
従
業
員
組
織
が
、
従
業
員
の
労
働
条

件
決
定
に
従
業
員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
見

る
と
、「
十
分
機
能
し
て
い
る
」
一
七
・
九
％
、

「
ま
あ
機
能
し
て
い
る
」
六
三
・
七
％
と
両

者
を
あ
わ
せ
る
と
、
八
一
・
六
％
に
の
ぼ
っ

た
。
さ
ら
に
、
従
業
員
の
労
働
条
件
決
定
に

機
能
し
て
い
る
従
業
員
組
織
が
、
今
回
の
調

査
企
業
の
中
に
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
み
る

と
、
二
四
四
〇
社
の
う
ち
二
二
三
社
と
九
・

一
％
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
ほ
か
、「
従
業
員
の

苦
情
処
理
」
一
六
％
、「
生
産
計
画
や
経
営
方

針
に
つ
い
て
経
営
側
と
話
し
合
う
活
動
」
が

一
〇
・
二
％
で
あ
っ
た
。

（
４
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
：

　
　

 

労
働
組
合

　

中
小
企
業
で
労
働
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
一
四
・
八
％
で
あ
る
。
企
業
規

模
別
に
み
る
と
、
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
組
合

が
組
織
さ
れ
て
い
る
割
合
は
高
く
な
っ
た
。

企
業
規
模
別
に
労
働
組
合
が
あ
る
割
合
は
、

一―

九
人
一
・
〇
％
、
一
〇―

二
九
人
四
・

六
％
、
三
〇―

四
九
人
八
・
三
％
、
五
〇―

九
九
人
一
六
・
六
％
、
一
〇
〇―
二
九
九
人

二
八
・
六
％
、
そ
し
て
三
〇
〇
人
以
上
四
九
・

八
％
で
あ
る
。

　

労
働
組
合
の
結
成
時
期
は
、「
一
九
六
九
年

ま
で
」
が
四
一
・
一
％
と
、
多
く
の
組
合
が

早
い
時
期
に
結
成
さ
れ
た
。
年
代
別
に
結
成

さ
れ
た
割
合
を
見
る
と
、「
一
九
七
〇
年
代
」

二
一
・
一
％
、「
一
九
八
〇
年
代
」
一
五
・
八

％
、「
一
九
九
〇
年
代
」
九
・
七
％
、
そ
し
て

「
二
〇
〇
〇
年
以
降
」
八
・
六
％
と
、
一
九

七
〇
年
代
ま
で
に
結
成
さ
れ
た
組
合
が
全
体

の
六
二
・
二
％
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

労
働
組
合
の
結
成
時
期
は
、
七
一
・
二
％
の

従
業
員
組
織
が
一
九
八
〇
年
代
以
降
で
き
た

こ
と
と
は
対
照
的
に
、
古
い
企
業
が
多
か
っ

た
。

　

組
合
員
数
が
全
従
業
員
数
に
占
め
る
割
合
、

す
な
わ
ち
、
労
働
組
合
の
企
業
内
組
織
率
を

見
る
と
、
平
均
で
六
五
・
五
％
と
、
組
合
が

組
織
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
従
業
員
の
一

〇
人
中
約
七
人
が
組
合
員
で
あ
る
。
組
合
の

中
で
、
従
業
員
の
過
半
数
を
占
め
る
組
合
の

割
合
は
七
七
・
五
％
と
、
八
割
弱
の
労
働
組

合
が
従
業
員
過
半
数
代
表
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
従
業
員
過
半
数
組
合

が
組
織
さ
れ
て
い
る
企
業
が
、
今
回
の
調
査

対
象
企
業
に
占
め
る
割
合
は
二
四
四
〇
社
の

う
ち
二
七
九
社
と
一
一
・
四
％
に
過
ぎ
な
い
。

　

中
小
企
業
の
経
営
者
が
、「
労
働
組
合
は
一

般
従
業
員
の
意
向
や
要
望
を
把
握
す
る
の
に

役
立
つ
」と
考
え
て
い
る
割
合（「
そ
う
思
う
」

＋「
ま
あ
そ
う
思
う
」、以
下
同
じ
）は
五
〇
・

九
％
と
、
ち
ょ
う
ど
半
数
を
超
え
て
い
る
。

「
労
働
組
合
は
経
営
の
意
向
を
一
般
従
業
員

に
伝
え
る
組
織
と
し
て
役
立
つ
」
は
四
六
・

四
％
と
五
割
弱
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経

営
者
の
五
割
前
後
が
経
営
者
と
一
般
従
業
員

間
の
情
報
伝
達
者
と
し
て
の
労
働
組
合
の
役

割
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
労
働
組
合
が
会
社
に
と
っ
て
必

要
で
あ
る
」
と
考
え
る
割
合
は
二
七
・
七
％

に
過
ぎ
な
い
。
労
働
組
合
の
必
要
性
を
あ
ま

り
感
じ
な
い
理
由
は
、大
多
数
の
経
営
者（
七

五
・
八
％
）
が
「
労
働
組
合
が
な
く
と
も
一

般
従
業
員
の
意
向
や
要
望
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
。
一
般
従
業
員
に
対
す

図表５　従業員組織の活動内容（ＭＡ）

図表６　労働組合に関する考え方

図表７　コミュニケーション程度
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る
情
報
把
握
力
を
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。そ
れ
に
加
え
て
、一
部
の
経
営
者
は
、「
労

働
組
合
は
会
社
に
不
当
な
要
求
ば
か
り
を
す

る
組
織
だ
」
二
〇
・
三
％
、「
労
働
組
合
が
あ

る
と
産
業
別
組
合
な
ど
を
通
じ
企
業
外
部
か

ら
経
営
へ
干
渉
が
行
わ
れ
や
す
い
」
四
二
・

五
％
と
警
戒
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
（
図
表
６
）。

（
５
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
程
度
の

　
　

 

評
価

　

以
上
、
中
小
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
内
容
と
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

企
業
が
、
一
般
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て

い
る
か
。「
経
営
側
に
一
般
従
業
員
の
意
見･

声
が
よ
く
伝
わ
っ
て
い
る
」
と
思
う
企
業
の

割
合
が
「
そ
う
思
う
」
と
「
ま
あ
そ
う
思
う
」

を
合
わ
せ
る
と
、
六
九
・
二
％
で
あ
っ
た
。

逆
に
、「
一
般
従
業
員
に
経
営
側
の
方
針
が
よ

く
伝
わ
っ
て
い
る
」
と
肯
定
的
に
評
価
し
て

い
る
企
業
の
割
合
は
、
六
六
・
二
％
で
あ
っ

た
。
中
小
企
業
の
経
営
者
は
、
経
営
側
の
方

針
が
従
業
員
に
伝
わ
る
よ
り
従
業
員
の
意
見

･

声
が
経
営
側
に
も
っ
と
伝
わ
っ
て
い
る
と

評
価
し
て
い
る
。

　

経
営
側
と
従
業
員
と
の
情
報
の
伝
達
に
は
、

何
ら
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
皿

が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
受
け
皿
が

あ
る
と
肯
定
的
に
回
答
し
た
企
業
の
割
合
は
、

六
一
・
一
％
と
六
割
を
超
え
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
時
間
は
十
分
に
と
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
に

肯
定
的
に
回
答
し
た
企
業
は
、
五
五
・
〇
％

で
あ
り
、
否
定
的
に
考
え
て
い
る
企
業
も
四

一
・
五
％
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
か
ら
労
使
間
の

よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
時
間
の

確
保
が
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う

な
課
題
は
残
る
も
の
の
、
現
在
、
多
く
の
企

業（
八
三
・
七
％
）は
、
従
業
員
が
経
営
に
対

し
て
協
力
的
で
あ
る
と
見
て
い
る（
図
表
７
）。

経
営
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

基
本
方
針
の
四
タ
イ
プ
と
企
業
経
営

2
　

中
小
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
企

業
経
営
の
関
係
を
み
る
た
め
に
、
前
記
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針
の
四
タ
イ

プ
（「
肯
定
型
」、「
や
や
肯
定
型
」、「
や
や
否

定
型
」、「
否
定
型
」）
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
は
、
経
営
者
が
一
般
従
業
員
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
的
な
性
向
を
最
も

よ
く
現
し
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
ま

ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
と
し
て

経
営
情
報
開
示
か
ら
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針

　
　

 

四
タ
イ
プ
と
経
営
情
報
開
示

　

企
業
が
一
般
従
業
員
の
意
向
や
要
望
を
十

分
把
握
し
て
経
営
を
行
う
ほ
ど
、
一
般
従
業

員
ま
で
に
伝
え
る
経
営
情
報
の
開
示
率
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
経
営
情
報
の
開
示
率
が
高

け
れ
ば
、
企
業
と
従
業
員
の
一
体
化
・
協
調

が
図
ら
れ
や
す
い
と
み
ら
れ
る
。
四
タ
イ
プ

別
の
経
営
情
報
開
示
率
総
得
点
は
、「
肯
定

型
」
四
〇
七
・
六
％＞

「
や
や
肯
定
型
」
三

七
八
・
〇
％＞

「
や
や
否
定
型
」
三
五
二
・

一
％＞

「
否
定
型
」
三
一
五
・
〇
％
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
み
る
と
、
経
営
方
針
、
生
産
計

画
、
人
員
計
画
、
事
業
計
画
の
情
報
（
以
下
、

「
事
業
的
情
報
」
と
記
す
）
は
四
つ
の
タ
イ

プ
ご
と
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
な
い
が
、

売
上
高
、
利
益
、
人
件
費
、
交
際
費
、
役
員

報
酬
の
情
報
（
以
下
、「
金
銭
的
情
報
」
と
記

す
）
は
肯
定
タ
イ
プ
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
そ

の
情
報
開
示
率
が
上
が
る
。
金
銭
的
情
報
の

中
で
も
交
際
費
、
役
員
報
酬
の
開
示
率
は
、

「
肯
定
型
」
が
「
否
定
型
」
よ
り
三
倍
か
ら

四
倍
以
上
高
い
（
図
表
８
）。

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針

　
　

 

四
タ
イ
プ
と
双
方
情
報
伝
達
度
や

　
　

 

従
業
員
の
経
営
へ
の
協
力
度

　

企
業
が
一
般
従
業
員
の
意
向
や
要
望
を
十

分
把
握
し
て
経
営
を
行
う
ほ
ど
、「
経
営
側
に

一
般
従
業
員
の
意

見･

声
が
よ
く
伝

わ
り
」
ま
た
、「
一

般
従
業
員
に
経
営

側
の
方
針
が
よ
く

伝
わ
っ
て
」
い
る
。

双
方
情
報
伝
達
度

【
両
方
の
合
計
点

（「
そ
う
思
う
」＋

「
ま
あ
そ
う
思

う
」）】
を
見
る
と
、

「
肯
定
型
」
が
一

四
六
・
八
％
、「
や

や
肯
定
型
」
一
四

〇
・
四
％
、「
や
や

否
定
型
」一
一
八
・

一
％
、「
否
定
型
」

一
一
二
・
一
％
と

な
り
、
一
般
従
業

員
の
意
向
や
要
望

を
尊
重
す
る
企
業

ほ
ど
、
労
使
の
双

方
情
報
伝
達
度
は

図表８　コミュニケーション方針４タイプと経営情報開示（ＭＡ）

図表９　コミュニケーション基本方針４タイプと双方情報伝達度（ＭＡ）
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高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
逆
も
成
立
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
般
従
業
員
と
の
よ
き
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針
と
双
方
情
報

伝
達
度
が
高
ま
る
こ
と
で
、
一
般
従
業
員
の

経
営
へ
の
協
力
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
肯
定

タ
イ
プ
ほ
ど
、
従
業
員
の
経
営
へ
の
協
力
度

が
高
い
と
回
答
し
て
い
る
（
図
表
９
、
10
）。

（
３
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針

　
　

 

四
タ
イ
プ
と
従
業
員
管
理
上
の

　

  

困
難
度

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針
四
タ
イ

プ
と
従
業
員
管
理
上
の
困
難
度
の
相
関
性
に

つ
い
て
み
る
と
、
肯
定
タ
イ
プ
ほ
ど
、
従
業

員
管
理
上
の
困
難
度
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
四
タ
イ
プ
ご
と
に
従
業
員
管
理

上
の
困
難
度
の
総
合
計
点
を
見
る
と
、「
肯
定

型
」
が
九
〇
・
九
％
と
最
も
低
く
、
次
い
で

「
や
や
肯
定
型
」
一
〇
三
・
四
％
、「
や
や
否

定
型
」
一
一
四
・
二
％
、そ
し
て
「
否
定
型
」

は
一
三
一
・
九
％
と
最
も
高
く
、
従
業
員
管

理
上
の
困
難
を
多
く
抱
え
て
い
る
。

　

特
に
、「
能
率
が
低
い
」、「
や
る
気
が
な
い
」、

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
と
れ
な
い
」
で
は
、
そ

の
傾
向
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、「
困
っ
て
い
る
こ
と
は
特
に
な
い
」
と

い
う
回
答
は
、「
肯
定
型
」
一
四
・
五
％
、「
や

や
肯
定
型
」
一
二
・
四
％
、「
や
や
否
定
型
」

九
・
八
％
、「
否
定
型
」
一
四
・
四
％
で
あ
っ

た
（
図
表
11
）。

（
４
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針

　
　

 

四
タ
イ
プ
と
企
業
業
績

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針
四
タ
イ

プ
と
企
業
業
績
と
の
関
係
を
み
て
み
る
。
ま

ず
、
四
タ
イ
プ
ご
と
に
一
九
九
〇
年
以
降
、

業
績
悪
化
に
よ
る
経
営
危
機
の
有
無
を
み
る

と
、「
あ
っ
た
」と
答
え
た
割
合
が
、「
肯
定
型
」

五
〇
・
九
％
、「
や
や
肯
定
型
」
五
二
・
五
％
、

「
や
や
否
定
型
」
五
六
・
二
％
、そ
し
て
「
否

定
型
」
六
〇
・
六
％
と
、「
肯
定
型
」
ほ
ど
経

営
危
機
を
経
験
し
た
割
合
が
低
く
な
っ
て
い

る
。

　

他
方
、
一
九
九
〇
年
度
以
降
、
年
間
売
上

高
と
経
常
利
益
の
傾
向
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
基
本
方
針
タ
イ
プ
別
に
見
る
こ
と
に
す

る
。
企
業
業
績
を
総
合
的
に
把
握
す
る
た
め

に
、（
年
間
売
上
高
＋
経
常
利
益
）÷

二
の
値

で
み
た
。
そ
の
結
果
は
、
図
表
12
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
度
以
降
、
企
業
業
績
が
上
昇

し
続
け
て
い
る
企
業
の
割
合
が
最
も
多
か
っ

た
の
は
、「
肯
定
型
」二
六
・
五
％
、「
否
定
型
」

二
四
・
六
％
、「
や
や
子
肯
定
型
」
二
三
・
二

％
、「
や
や
否
定
型
」
二
〇
・
四
％
の
順
で
あ

っ
た
。

　

一
方
、
下
降
し
続
け
て
い
る
企
業
の
割
合

が
多
い
の
は
、「
や
や
否
定
型
」
二
四
・
六
％
、

「
や
や
肯
定
型
」

二
二
・
八
％
、「
肯

定
型
」
二
二
・
六

％
、
そ
し
て
「
否

定
型
」
一
八
％
の

順
で
あ
っ
た
。
企

業
業
績
が
凹
凸
し

て
い
る
企
業
（
上

昇･

加
工
型
＋
下

降･

上
昇
型
）
の

割
合
は
、「
否
定

型
」
三
六
・
五
％
、

「
や
や
肯
定
型
」

三
六
・
四
％
、「
や

や
否
定
型
」三
二
・

一
％
、「
肯
定
型
」

三
〇
・
二
％
で
あ

っ
た
。

　

以
上
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基

本
方
針
の
四
タ
イ

プ
と
企
業
業
績
と

の
関
係
に
つ
い
て

み
た
。
正
確
な
相

図表 11　コミュニケーション基本方針４タイプと従業員管理上の困難度（ＭＡ）

図表 10　コミュニケーション基本方針４タイプと従業員の経営への協力度（ＭＡ）

図表 12　コミュニケーション基本方針４タイプと企業業績
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関
性
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、「
肯
定
型
」
が
他
の
タ
イ
プ
よ
り
一
九

九
〇
年
代
以
降
、
経
営
危
機
を
経
験
し
な
い

で
、
企
業
業
績
を
上
昇
さ
せ
つ
づ
け
て
い
る

企
業
の
割
合
が
多
い
こ
と
は
み
て
と
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
特
に
、
企
業
規
模
が

大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
強
く
な
る
。
例
え

ば
、「
肯
定
型
」
で
年
間
売
上
高
が
一
九
九
〇

年
以
降
上
昇
し
て
い
る
割
合
は
、
一
―
九
人

一
五
・
四
％
、
一
〇
―
二
九
人
二
五
・
二
％
、

三
〇
―
四
九
人
三
四
・
七
％
、
五
〇
―
九
九

人
三
七
・
九
％
、
一
〇
〇
―
二
九
九
人
四
二
・

七
％
、
そ
し
て
三
〇
〇
人
以
上
四
三
・
六
％

で
あ
る（
３
）。
企
業
規
模
が
大
き
い
企
業
で

は
、
企
業
業
績
を
上
げ
る
た
め
に
は
一
般
従

業
員
の
意
見
や
要
望
を
十
分
に
把
握
し
て
経

営
を
行
う
必
要
性
が
高
ま
る
。

労
働
条
件
決
定
に
お
け
る

労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態

3
　

こ
こ
で
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る
労
使
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
労
働
条
件
決
定
の
際

に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
、
基
本
賃
金
の
改
定
を
中
心

に
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
中
小
企
業

間
の
特
徴
を
見
る
た
め
に
、
企
業
規
模
、
企

業
形
態
、
社
長
属
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
基
本
方
針
別
に
考

察
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
企
業
規
模

　

中
小
企
業
に
お
い

て
、
従
業
員
組
織
、

労
働
組
合
、
労
使
協

議
機
関
（
以
上
、「
集

団
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
記
す
）

で
労
使
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら

れ
る
企
業
の
規
模
は

ど
の
く
ら
い
大
き
い

か
。
そ
れ
を
さ
ぐ
る

た
め
に
、
賃
金
改
定

の
際
に
、「
集
団
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
通
じ
て
、
従

業
員
意
見
聴
取
を
し

て
い
る
企
業
の
割
合

を
用
い
た
。
集
団
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
割
合
が
五
割
以

上
な
の
は
、
三
〇
〇

人
以
上
の
企
業
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

賃
金
決
定
の
際
に
、
集
団
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
従
業
員
の
意
見
が
反
映

さ
れ
る
の
は
三
〇
〇
人
以
上
の
企
業
に
限
ら

れ
て
い
る
（
図
表
13
）。

　

こ
の
よ
う
な
集
団
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
加
え
て
、
業
務
外
会
合
と
人
事
面
談
、

監
督
職
（「
従
業
員
個
別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」（
４
）と
記
す
）
の
意
見
を
含
め
て
そ
の

合
計
が
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
の
が
、
一
〇

〇―

二
九
九
人
の
企
業
規
模
で
あ
る
。
そ
れ

以
下
の
企
業
規
模
で
は
、
集
団
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
従
業
員
個
別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
、
賃
金
改
定
の
際
に
あ
ま
り
多
く

用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

　

一―

九
人
の
小
企
業
で
は
、「
特
に
聞
い
て

い
な
い
」
と
す
る
割
合
が
四
五
・
一
％
と
管

理
職
を
含
め
て
従
業
員
か
ら
意
見
を
聴
取
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
会
社
が
一
方
的

に
賃
金
を
決
め
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
他
の
規
模
に
比
べ
る
と
業
務
外
会
合
が

多
い
こ
と
が
特
徴
と
し
て
見
ら
れ
る
。

　

一
〇―

二
九
人
と
三
〇―

四
九
人
規
模
で

は
、
賃
金
改
定
の
際
に
従
業
員
の
意
見
を
聞

か
な
い
か
、
聞
い
た
と
し
て
も
管
理
職
に
留

ま
っ
て
い
る
の
が
多
い
。
両
企
業
規
模
間
の

特
徴
を
あ
え
て
み
る
と
、
一
〇―

二
九
人
の

規
模
で
は
、
人
事
面
談
中
心
の
個
別
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
相
対
的
に
大
き
な
比
重

を
占
め
て
い
る
が
、
三
〇―

四
九
人
の
規
模

で
は
、
管
理
職
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
二
九
・
八
％
）
が
重
視
さ
れ
つ
つ
も
「
従

業
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
＝「
従
業
員

個
別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」＋「
集
団
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」）（
三
〇
・
六
％
）
も

ほ
ぼ
同
等
に
重
視
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
管
理

職
と
従
業
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
均

等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

　

五
〇―

九
九
人
規
模
で
は
、
集
団
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
従
業
員
個
別
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
意
見
聴
取
で
賃
金
を
決

め
て
い
る
割
合
（
四
一
・
九
％
）
が
、
管
理

職
（
三
五
％
）
よ
り
多
く
、
一
般
従
業
員
の

意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
ほ
う
で
あ
る
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
や
や
「
従
業
員
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
＝「
従
業
員
個
別
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」＋「
集
団
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」）
傾
斜
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

以
上
、
賃
金
改
定
の
際
に
、
行
わ
れ
た
労

使
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
企
業
規
模
別

に
見
る
と
、
一―

九
人
「
業
務
外
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
一
〇―

二
九
人
「
人
事
面

談
中
心
の
個
別
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、

三
〇―

四
九
人
「
管
理
職
と
従
業
員
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
均
等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

図表 13　賃金改定の際の従業員意見聴取方法（ＭＡ）
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ョ
ン
」、
五
〇―

九
九
人
「
や
や
従
業
員
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
傾
斜
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」、
一
〇
〇―

二
九
九
人
「
従
業
員

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
そ
し
て
三
〇
〇

人
以
上
「
集
団
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
、
相
対
的
に
特
徴
付
け
る
こ
と
が
で
き

る（
５
）。

　

全
体
的
に
み
る
と
、
基
本
賃
金
改
定
の
際

に
、
従
業
員
組
織
、
労
働
組
合
、
労
使
協
議

機
関
、
業
務
外
の
会
合
、
人
事
面
談
、
監
督

職
の
一
般
従
業
員
と
の
会
合
の
う
ち
、
一
つ

で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
、
従

業
員
の
意
見
を
聴
取
す
る
企
業
は
、
調
査
対

象
企
業
の
四
五
・
二
％
（
一
〇
三
九
社（
６
）

／
二
三
〇
一
社（
７
））
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

一
時
金
（
賞
与
）
の
改
定
に
お
い
て
は
、
そ

の
割
合
が
四
一
・
六
％
（
八
六
七
社
／
二
〇

八
六
社
）
と
、
基
本
賃
金
の
改
定
よ
り
若
干

少
な
か
っ
た
。
逆
に
、
基
本
賃
金
や
一
時
金

を
改
定
す
る
と
き
に
、
一
般
従
業
員
か
ら
全

く
意
見
を
聞
か
な
い
中
小
企
業
が
約
五
割
を

超
え
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

賃
金
改
定
や
一
時
金
改
定
の
際
、
一
般
従

業
員
か
ら
の
意
見
聴
取
が
五
割
に
み
た
な
い

こ
と
を
見
た
が
、
制
度
制
定･

改
定
の
際
に

は
ど
う
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
探
る
た
め
に
、

「
三
六
協
定
」
の
締
結
状
況
を
み
る
こ
と
に

す
る
。企
業
が
、従
業
員
側
と
時
間
外
労
働
・

休
日
労
働
に
関
す
る
協
定
（
い
わ
ゆ
る

「
三
六
協
定
」）な
ど
を
締
結
す
る
際
に
、

従
業
員
過
半
数
代
表
か
ら
意
見
聴
取
な

ど
を
行
う
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
の
協
定
を

結
ぶ
際
に
、
従
業
員
過
半
数
代
表
が
必

要
で
あ
る
が
、
そ
の
代
表
は
ど
の
よ
う

な
方
法
で
選
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

話
し
合
い
や
信
任
、
そ
し
て
選
挙
で

従
業
員
過
半
数
代
表
を
選
出
し
て
い
る

の
が
半
数
を
超
え
て
い
る
の
は
、
五
〇

人
以
上
の
規
模
で
あ
る
。
五
〇
人
以
上

の
規
模
で
従
業
員
の
意
見
を
代
弁
す
る

代
表
者
が
、
従
業
員
自
ら
に
よ
り
、
選

出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
面
で
産
業
民
主

主
義
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
五
〇
人
未
満
の
小
企
業
で
は
、

会
社
指
名
の
割
合
が
、
三
三
〜
三
四
％

に
達
し
、
従
業
員
過
半
数
代
表
者
が
本

来
、
従
業
員
を
代
表
し
て
い
る
と
は
い

い
が
た
い
側
面
が
あ
る
（
図
表
14
）。

　

全
体
的
に
み
て
、
企
業
が
、
従
業
員

側
と
時
間
外
労
働･

休
日
労
働
に
関
す

る
協
定
（
い
わ
ゆ
る
「
三
六
協
定
」）

を
締
結
す
る
際
に
、
実
質
上
の
従
業
員
過
半

数
代
表
か
ら
意
見
聴
取
を
行
う
の
は
、「
会
社

指
名
」
と
「
社
員
会
な
ど
の
代
表
が
自
動
的

に
」
を
除
く
と
、全
調
査
対
象
企
業
の
三
八
・

七
％
（
七
三
二
社
／
一
八
九
三
社（
８
））
で

あ
る
。
そ
れ
に
「
過
半
数
の
従
業
員
か
ら
な

る
労
働
組
合
（
過
半
数
組
合
）」
の
一
四
・

六
％
を
加
え
る
と
、
計
五
三
・
三
％
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
企
業
が
「
三
六
協
定
」
を
締
結

す
る
際
に
、
過
半
数
組
合
か
実
質
上
の
従
業

員
過
半
数
代
表
か
ら
意
見
聴
取
を
す
る
割
合

は
、
五
三
・
三
％
と
半
数
を
若
干
上
回
っ
て

い
る
。
な
お
、「
三
六
協
定
」
を
締
結
し
て
い

な
い
企
業
も
全
体
の
二
二
・
四
％
に
達
し
て

い
る
。

　

以
上
、
企
業
規
模
別
に

賃
金
決
定
と「
三
六
協
定
」

の
締
結
に
お
け
る
労
使
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実

態
を
み
て
み
た
が
、
両
方

と
も
一
般
従
業
員
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
企
業
規
模

は
五
〇
人
以
上
で
あ
る
と

い
え
る
。

（
２
）
企
業
形
態

　

中
小
企
業
は
、
一
般
的

に
大
企
業
の
子
会
社
や
関

連
会
社
で
あ
る
場
合
が
多

く
、
労
働
条
件
を
決
め
る

と
き
も
大
企
業
に
影
響
さ

れ
、
自
主
的
に
労
働
条
件

を
決
め
る
こ
と
が
難
し
い

側
面
が
あ
る（
９
）と
考
え

ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

中
小
企
業
は
、
労
働
条
件

を
決
め
る
際
も
、
従
業
員

の
意
見
を
聴
取
し
な
い
傾

向
が
み
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
疑
問
に
答
え
る
べ
く
、
今
回
の

調
査
で
は
、
企
業
形
態
別
に
賃
金
改
定
の
際

の
従
業
員
意
見
聴
取
方
法
を
み
る
こ
と
に
し

た
。

　

ま
ず
、
図
表
15
の
よ
う
に
、
子
会
社
で
も

関
連
会
社
で
も
そ
し
て
企
業
グ
ル
ー
プ
に
属

し
て
い
る
企
業
で
も
な
い
独
立
企
業
が
賃
金

改
定
の
際
に
、
従
業
員
の
意
見
を
聴
取
す
る

割
合
が
最
も
低
い
。
逆
に
、
大
企
業
に
拘
束

さ
れ
る
程
度
が
最
も
強
い
と
み
な
さ
れ
る
子

会
社
の
ほ
う
が
、
管
理
職
を
除
く
一
般
従
業

員
か
ら
の
意
見
聴
取
を
す
る
割
合
が
最
も
高

く
五
六
・
九
％
に
の
ぼ
り
、
今
ま
で
考
え
て

き
た
こ
と
と
は
反
対
の
結
果
が
見
ら
れ
た
。

図表 14　従業員過半数代表者選出方法（ＳＡ）

図表 15　企業形態別賃金改定の際の従業員意見聴取方法（ＭＡ）
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次
い
で
、
中
核
企
業
五
二
・
二
％
、
関
連
会

社
五
〇
・
二
％
、
グ
ル
ー
プ
企
業
四
六
・
七

％
、
独
立
会
社
三
一
・
八
％
の
順
で
あ
っ
た
。

（
３
）
社
長
属
性

　

社
長
の
属
性
に
応
じ
て
、
従
業
員
の
意
見

聴
取
方
法
や
程
度
が
違
っ
て
く
る
か
に
つ
い

て
見
る
こ
と
に
す
る
。
通
常
、
中
小
企
業
の

社
長
は
ワ
ン
マ
ン
経
営
で
従
業
員
の
意
見
を

聞
か
ず
に
経
営
を
行
う
側
面
が
強
い
と
み
ら

れ
て
き
た
。
そ
の
と
き
の
典
型
的
な
社
長
像

は
創
業
者
で
あ
る
。

　

創
業
者
を
含
め
て
、
社
長
就
任
経
緯
別
に

賃
金
改
定
の
際
の
従
業
員
意
見
聴
取
方
法
を

見
る
と
、
図
表
16
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、

賃
金
改
定
の
際
に
、
管
理
職
を
除
外
し
た
一

般
従
業
員
の
意
見
を
聴
取
す
る
割
合
が
最
も

低
か
っ
た
の
は
、「
創
業
者
」
二
七
・
四
％
で

あ
っ
た
。
従
業
員
の
意
見
を
最
も
多
く
聴
取

し
て
い
る
の
は
、「
経
営
者
と
し
て
の
任
命
」

と「
親
会
社
か
ら
の
派
遣
」で
と
も
に
五
九
・

七
％
に
達
し
た
。
次
い
で
、「
従
業
員
か
ら
の

昇
進
」
四
七
・
二
％
、「
親
戚
の
後
を
継
ぐ
」

四
二
・
二
％
、「
親
の
後
を
継
ぐ
」
三
四
・
五

％
で
あ
っ
た
。
創
業
者
や
創
業
者
の
家
族
か

ら
距
離
が
あ
る
ほ
ど
、
従
業
員
の
意
見
を
聴

取
す
る
割
合
が
高
ま
る
傾
向
で
あ
る
。

（
４
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針

　
　

 

四
タ
イ
プ

　

最
後
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方

針
四
タ
イ
プ
別
に
賃
金
改
定
の
際
の
従
業
員

意
見
聴
取
方
法
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら

れ
る
か
み
る
こ
と
に
す
る
。
図
表
17
の
と
お

り
、
賃
金
改
定
の
際
に
、
管
理
職
を
含
め
た

従
業
員
の
意
見
を
聴
取
す
る
企
業
の
割
合
は
、

肯
定
タ
イ
プ
ほ
ど
高
い
。
肯
定
タ
イ
プ（「
肯

定
型
」＋「
や
や
肯
定
型
」）
と
否
定
タ
イ
プ

（「
や
や
否
定
型
」＋「
否
定
型
」）
と
の
間
に

は
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

管
理
職
を
除
い
た
一
般
従
業
員
か
ら
の
意
見

聴
取
に
限
っ
て
み
る
と
、
意
見
聴
取
企
業
の

割
合
は
、「
肯
定
型
」
四

六
・
四
％
、「
や
や
肯
定

型
」
四
二
・
三
％
、「
や

や
否
定
型
」
二
四
・
二

％
、「
否
定
型
」
二
八
％

と
な
っ
て
い
る
。
肯
定

タ
イ
プ
と
否
定
タ
イ
プ

と
の
間
に
依
然
と
し
て

約
二
〇
％
ポ
イ
ン
ト
の

格
差
が
あ
り
、
肯
定
タ

イ
プ
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
賃
金
改
定
の
際
に
、

一
般
従
業
員
の
意
見
を

聴
取
し
て
い
る
。
管
理

職
を
除
く
と
、「
否
定

型
」が「
や
や
否
定
型
」

を
若
干
上
回
っ
て
い
る
。

ま
と
め

4
　

以
上
、
中
小
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
実
態
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
労

働
条
件
決
定
を
行
う
際
に
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
の
程
度
用
い
ら
れ
て
い
る

か
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
本
文
の
内
容
を
整
理

す
る
。

　

ま
ず
、
第
一
に
、
労
働
条
件
を
決
定
す
る

際
、
労
使
が
話
し
合
う
集
団
的
労
使
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
従
業
員
組
織
、

労
使
協
議
機
関
、
そ
し
て
労
働
組
合
が
あ
る
。

今
回
、
調
査
対
象
企
業
の
中
で
、
従
業
員
の

賃
金
等
の
労
働
条
件
の
決
定
に
機
能
し
て
い

る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
従
業
員
組
織
の
あ
る

企
業
は
、
九
・
一
％
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
労

働
組
合
の
あ
る
企
業
一
四
・
八
％
と
労
使
協

議
機
関
の
四
・
三
％（
10
）を
合
わ
せ
る
と
、

二
八
・
二
％
で
あ
る
。
中
小
企
業
の
中
で
、

労
働
条
件
を
決
定
す
る
際
に
、
実
際
上
、
従

業
員
の
意
見
を
反
映
す
る
集
団
的
労
使
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
あ
る
と
す
る
企

業
は
一
〇
社
中
三
社
に
も
満
た
な
か
っ
た
。

こ
の
数
値
は
、
従
業
員
組
織
、
労
使
協
議
機

関
、
労
働
組
合
の
三
つ
が
重
複
す
る
企
業
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
最
大
値
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

　

第
二
に
、
労
働
条
件
の
決
定
の
際
に
、
労

使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
際
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
を
具
体
的
に
考

察
す
る
た
め
に
基
本
賃
金
の
改
定
を
中
心
に

見
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
全
体
的
に
基
本
賃

金
改
定
の
際
に
従
業
員
組
織
、
労
働
組
合
、

労
使
協
議
機
関
、
業
務
外
の
会
合
、
人
事
面

談
、
監
督
職
の
一
般
従
業
員
と
の
会
合
の
う

ち
、
一
つ
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
用

い
て
従
業
員
の
意
見
を
聴
取
す
る
企
業
は
、

調
査
対
象
企
業
の
四
五
・
二
％
で
あ
る
。
ち

図表 17　 コミュニケーション基本方針４タイプと賃金改定の際の従業員
意見聴取方法（ＭＡ）

図表 16　社長就任経緯別賃金改定の際の従業員意見聴取方法（ＭＡ）
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な
み
に
、
一
時
金
（
賞
与
）
の
改
定
に
お
い

て
は
、
そ
の
割
合
が
四
一
・
六
％
と
、
基
本

賃
金
の
改
定
よ
り
若
干
少
な
か
っ
た
。
逆
に
、

基
本
賃
金
や
一
時
金
を
改
定
す
る
と
き
に
、

一
般
従
業
員
か
ら
全
く
意
見
を
聞
か
な
い
中

小
企
業
が
約
五
割
を
超
え
て
い
る
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
三
に
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

シ
ス
テ
ム
と
し
て
ど
の
程
度
整
っ
て
い
る
か
。

そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、「
三
六
協
定
」
の
従

業
員
過
半
数
代
表
を
見
た
。
そ
の
結
果
、
企

業
が
、「
三
六
協
定
」
締
結
の
際
に
、
過
半
数

組
合
か
実
質
上
の
従
業
員
過
半
数
代
表
か
ら

意
見
聴
取
を
す
る
割
合
は
、
五
三
・
三
％
と

半
数
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

従
業
員
過
半
数
代
表
シ
ス
テ
ム
は
整
っ
て
い

る
。

　

以
上
、
賃
金
決
定
と
「
三
六
協
定
」
の
締

結
に
お
け
る
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

実
態
を
み
た
が
、
一
般
従
業
員
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
企
業
規
模
は
お
お
む
ね
五
〇
人
以

上
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

第
四
に
、
労
働
条
件
決
定
に
お
け
る
労
使

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
が
中
小
企
業

の
間
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。
そ

れ
を
考
察
す
る
た
め
に
、
企
業
規
模
、
企
業

形
態
、
社
長
属
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

基
本
方
針
別
に
賃
金
改
定
の
際
の
従
業
員
意

見
聴
取
方
法
を
用
い
た
。
分
析
の
結
果
、
企

業
規
模
別
相
対
的
特
徴
と
し
て
、
一―

九
人

「
業
務
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
一
〇

―

二
九
人
「
人
事
面
談
中
心
の
個
別
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
三
〇―

四
九
人
「
管

理
職
と
従
業
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の

均
等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
五
〇―

九

九
人
「
や
や
従
業
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

傾
斜
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
一
〇
〇

―

二
九
九
人
「
従
業
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」、
そ
し
て
三
〇
〇
人
以
上
「
集
団
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

企
業
形
態
別
に
み
る
と
、
賃
金
決
定
の
際

に
、
大
企
業
に
拘
束
さ
れ
る
程
度
が
最
も
強

く
従
業
員
の
意
見
を
反
映
す
る
余
地
が
少
な

い
と
み
な
さ
れ
る
子
会
社
の
ほ
う
が
、
管
理

職
を
除
く
一
般
従
業
員
か
ら
の
意
見
聴
取
を

す
る
割
合
が
最
も
高
く
五
六
・
九
％
に
の
ぼ

っ
た
。
次
い
で
、
中
核
企
業
五
二
・
二
％
、

関
連
会
社
五
〇
・
二
％
、
グ
ル
ー
プ
企
業
四

六
・
七
％
、
独
立
会
社
三
一
・
八
％
の
順
で

あ
っ
た
。

　

社
長
属
性
と
し
て
社
長
就
任
経
緯
を
用
い

て
、
賃
金
改
定
の
際
に
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
実
態
を
分
析
し
た
結
果
、
一
般

従
業
員
の
意
見
を
聴
取
す
る
割
合
が
最
も
低

か
っ
た
の
は
、「
創
業
者
」
二
七
・
四
％
で
あ

っ
た
。
逆
に
従
業
員
の
意
見
を
最
も
多
く
聴

取
し
て
い
る
の
は
、「
経
営
者
と
し
て
の
任

命
」
と
「
親
会
社
か
ら
の
派
遣
」
で
と
も
に

五
九
・
七
％
に
達
し
た
。
次
い
で
、「
従
業
員

か
ら
の
昇
進
」
四
七
・
二
％
、「
親
戚
の
後
を

継
ぐ
」
四
二
・
二
％
、「
親
の
後
を
継
ぐ
」
三

四
・
五
％
で
あ
っ
た
。
創
業
者
や
創
業
者
の

家
族
か
ら
距
離
が
あ
る
ほ
ど
、
従
業
員
の
意

見
を
聴
取
す
る
割
合
が
高
ま
る
傾
向
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

基
本
方
針
四
タ
イ
プ
別
に
み
る
と
、
一
般
従

業
員
か
ら
の
意
見
聴
取
を
す
る
企
業
の
割
合

は
、「
肯
定
型
」四
六
・
四
％
、「
や
や
肯
定
型
」

四
二
・
三
％
、「
や
や
否
定
型
」
二
四
・
二
％
、

「
否
定
型
」
二
八
％
。
肯
定
タ
イ
プ
と
否
定

タ
イ
プ
と
の
間
に
約
二
〇
ポ
イ
ン
ト
の
格
差

が
あ
り
、
肯
定
タ
イ
プ
に
な
る
ほ
ど
、
賃
金

改
定
の
際
に
、
一
般
従
業
員
の
意
見
を
聴
取

し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

第
五
に
、
今
回
、
中
小
企
業
に
お
け
る
労

使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
を
最
も
よ

く
現
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
経
営
者
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
方
針
四
タ
イ
プ
を
用

い
て
、
企
業
経
営
を
分
析
し
て
み
た
。
そ
の

結
果
、
経
営
情
報
の
開
示
度
、
労
使
双
方
情

報
伝
達
度
、
従
業
員
の
経
営
へ
の
協
力
度
に

お
い
て
は
、
肯
定
タ
イ
プ
ほ
ど
そ
の
傾
向
が

強
く
現
わ
れ
て
お
り
、
円
滑
な
労
使
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。
そ
の
影
響
の
た
め
か
、
従
業
員
管
理
上

の
困
難
度
も
肯
定
タ
イ
プ
に
な
る
ほ
ど
少
な

く
な
っ
た
。

　

企
業
業
績
と
の
相
関
関
係
は
明
確
で
は
な

い
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
業
績
悪

化
に
よ
る
経
営
危
機
を
経
験
し
た
割
合
は
肯

定
タ
イ
プ
ほ
ど
少
な
い
な
か
、
企
業
業
績
が

一
貫
し
て
上
昇
し
て
い
る
企
業
が
最
も
多
い

の
は
「
肯
定
型
」
で
あ
っ
た
。
特
に
、
企
業

規
模
が
大
き
い
企
業
ほ
ど
経
営
危
機
を
経
験

す
る
割
合
が
少
な
い
こ
と（
11
）か
ら
見
る
と
、

一
般
従
業
員
の
意
見
や
要
望
を
十
分
に
把
握

し
て
経
営
を
行
う
こ
と
が
、
企
業
業
績
を
上

げ
る
こ
と
や
経
営
危
機
を
回
避
す
る
こ
と
に

有
効
で
あ
る
が
、
大
企
業
ほ
ど
そ
う
い
え
る
。

　

第
六
に
、
以
上
の
結
果
に
よ
る
と
、
労
使

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も
良
好
な
「
肯

定
型
」
の
企
業
を
増
や
す
こ
と
は
、
企
業
経

営
に
対
す
る
一
般
従
業
員
の
理
解
や
協
力
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
管
理
上
の
困

難
度
の
縮
減
や
企
業
業
績
の
向
上
に
も
有
効

で
あ
り
、
労
働
法
の
定
め
る
労
働
基
準
を
守

り
そ
れ
以
上
の
労
働
条
件
の
向
上
や
従
業
員

の
納
得
度
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
見
ら
れ

る
。　

　

こ
の
よ
う
な
示
唆
は
、
労
働
条
件
決
定
シ

ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
当
た
り
考
慮
す
べ
き

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
観
点
で
、「
肯
定
型
」

企
業
を
増
や
す
方
法
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も

の
が
考
え
ら
れ
る
か
。
今
回
、「
社
長
に
と
っ

て
労
使
関
係･

労
働
条
件
に
つ
い
て
相
談
す

る
場
と
し
て
最
も
有
効
な
」
機
関･

組
織
を

挙
げ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
肯
定
型
」

二
八
・
二
％
の
全
体
平
均
よ
り
高
か
っ
た
の

が
、「
労
政
事
務
所
、
商
工
課
な
ど
の
地
方
自

治
体
の
機
関
」
四
〇
・
九
％
、「
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
な
ど
の
民
間
会
社
」
三
五
・
九
％
、

「
親
会
社
」二
八
・
六
％
の
み
で
あ
っ
た
。「
肯

定
型
」
と
こ
れ
ら
の
機
関
・
会
社
と
の
因
果

関
係
の
分
析
は
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
が
、

さ
し
あ
た
り
労
働
条
件
決
定
シ
ス
テ
ム
の
再

構
築
に
当
た
り
、
中
小
企
業
が
労
使
関
係
や

労
働
条
件
を
め
ぐ
る
相
談
を
「
労
政
事
務
所
、

商
工
課
な
ど
の
地
方
自
治
体
の
機
関
」や「
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
な
ど
の
民
間
会
社
」
で

行
う
よ
う
に
導
く
た
め
の
様
々
な
方
策
を
考
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え
る
余
地
が
あ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
が
政
策
的
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
、
第
七
に
、
日
本
の
中
小･

中
堅
企

業
の
多
く
の
経
営
者
は
、
一
般
従
業
員
の
意

向
や
要
望
を
十
分
に
把
握
し
て
経
営
を
行
う

べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
強
い
が
、
実
際
、

そ
の
受
け
皿
と
見
な
さ
れ
る
労
働
組
合
、
従

業
員
組
織
、
労
使
協
議
機
関
の
設
置
率
は
既

述
し
た
と
お
り
低
い
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
た
め
に
、
従
業
員
代
表
制
が
一
つ
の
代

案
と
し
て
考
え
ら
れ
る（
12
）。

　

従
業
員
代
表
制
が
従
業
員
の
意
向
や
要
望

を
正
確
に
捉
え
て
経
営
側
に
伝
え
る
な
ど
の

所
期
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
は
、
代
表
者

の
民
主
的
な
選
出
手
続
き
が
担
保
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
が
、
今
回
、
三
六
協
定
の
際
の
過

半
数
代
表
者
の
選
出
方
法
を
み
る
と
、
そ
の

民
主
的
な
選
出
手
続
き
が
過
半
数
に
担
保
さ

れ
て
い
る
の
は
従
業
員
五
〇
人
以
上
の
企
業

で
あ
る
。
従
業
員
代
表
制
の
導
入
の
検
討
の

際
に
は
、
こ
の
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
、
憲
法
二
八
条
と
労
働
組
合
法
に
基
づ

く
労
働
者
基
本
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
前
提

と
な
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い（
13
）。

〔
注
〕

１
．
本
稿
は
、労
働
政
策
研
究･

研
修
機
構
（
二
〇
〇
七
）

『
労
働
条
件
決
定
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
方
向
性
』
の
第

三
章
第
一
節
を
若
干
修
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
今

回
の
調
査
を
よ
り
詳
細
に
分
析
し
た
も
の
は
、
労
働
政

策
研
究･

研
修
機
構
（
二
〇
〇
七
）『
中
小
企
業
に
お
け

る
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
労
働
条
件
決
定
』
労

働
政
策
研
究
報
告
書
№
90
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て

ご
参
照
さ
れ
た
い
。

２ 
．
大
変
、
御
多
忙
の
中
で
も
調
査
に
ご
協
力

頂
い
た
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
る
。

３ 

．
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
経
常
利
益
で
も
同

様
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
肯
定
型
」
で

一
九
九
〇
年
度
以
降
、
経
常
利
益
が
上
昇
し

て
い
る
企
業
の
割
合
は
、
一
―
九
人
一
四
・

一
％
、
一
〇
―
二
九
人
一
四
・
五
％
、
三
〇

―
四
九
人
一
七
・
八
％
、
五
〇
―
九
九
人
二

二
・
八
％
、
一
〇
〇
―
二
九
九
人
二
五
・
〇

％
、
そ
し
て
三
〇
〇
人
以
上
二
九
・
一
％
で

あ
っ
た
。

４ 

．「
従
業
員
個
別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
管
理
職
を
含
め
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
、

一
般
従
業
員
よ
り
会
社
の
利
益
を
も
っ
と
代

弁
し
て
い
る
と
見
た
か
ら
で
あ
る
。
一
般
的

に
組
合
員
資
格
の
線
引
き
が
管
理
職
か
非
管

理
職
か
で
決
ま
る
こ
と
と
同
様
に
判
断
し
た

の
で
あ
る
。

５
．
基
本
賃
金
改
定
の
際
の
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
実
態
を
よ
り
正
確
に
把
握
す

る
た
め
に
、
集
団
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
以
外
に
、
人
事
面
談
や
業
務
外
会
合

の
個
別
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

を
入
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
九
人
以
下
の

小
企
業
で
個
別
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
が
相
対
的
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
特
に
九
人
以
下
の
と
こ
ろ
で
は
個
別
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
規
模
に
比
べ

る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
割
合
に

大
き
な
落
差
が
あ
る
中
で
、
業
務
外
会
合
が
他
の
規
模

よ
り
多
い
こ
と
か
ら「
業
務
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
特
徴
づ
け
た
。
規
模
が
小
さ
い
企
業
ほ
ど
、
経
営
者

と
従
業
員
と
の
対
面
性
が
強
く
な
り
、
意
識
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
く
て
も
相
互
間
の
意
思
疎

通
は
図
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
今
回

の
調
査
で
は
そ
れ
を
全
部
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
九
人
以
下
の
企
業
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

試
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
。
一

〇
人
以
上
の
中
小
企
業
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て

は
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
二
〇
〇
六
）『
中
小
企

業
に
お
け
る
労
使
関
係
と
労
働
条
件
決
定
シ
ス
テ
ム
の

実
態―

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
報
告―

』
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査

シ
リ
ー
ズ
№
16
を
参
照
さ
れ
た
い
。

６
．
一
〇
三
九
社
に
は
、
下
図
表
に
は
出
て
い
な
い
「
そ

の
他
」
の
九
四
社
も
含
ま
れ
て
い
る
。

７
．
調
査
対
象
企
業
二
四
四
〇
社
か
ら
「
今
年
度
に
つ
い

て
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
」
一
三
九
社
を
除
い
た
数

値
で
あ
る
。

８
．
全
調
査
対
象
企
業
二
四
四
〇
社
か
ら
「
三
六
協
定
を

締
結
し
て
い
な
い
」
五
四
七
社
を
除
い
た
数
値
で
あ
る
。

９
．
実
態
に
つ
い
て
は
、
呉
学
殊
（
二
〇
〇
二
）「
企
業
グ

ル
ー
プ
連
結
経
営
と
人
事
労
務
管
理
」
仁
田
道
夫
編
著

『
労
使
関
係
の
新
世
紀
』
日
本
労
働
研
究
機
構
を
参
照

さ
れ
た
い
。

10
．
こ
れ
は
、
賃
金
改
定
の
際
に
従
業
員
の
意
見
を
聞
く

意
見
聴
取
方
法
と
し
て
労
使
協
議
機
関
を
選
ん
だ
企
業

九
九
社
が
、「
今
年
度
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
」
企
業
一
三
九
社
を
除
い
た
全
調
査
対
象
企
業
二
三

〇
一
社
に
占
め
る
割
合
で
あ
る
。

11
．
一
九
九
〇
年
以
降
、
業
績
悪
化
に
よ
る
経
営
危
機
が

あ
っ
た
と
す
る
割
合
は
、
一―

九
人
五
八
・
五
％
、
一

〇―

二
九
人
五
七
・
一
％
、
三
〇―

四
九
人
五
二
・
七

％
、
五
〇―

九
九
人
五
〇
・
二
％
、
一
〇
〇―

二
九
九

人
五
〇
・
一
％
、
そ
し
て
三
〇
〇
人
以
上
四
七
・
〇
％

で
あ
っ
た
。

12
．
労
働
法
分
野
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
従
業
員
代

表
制
の
体
系
的
な
整
理
は
、
労
働
政
策
研
究･

研
修
機

構
（
二
〇
〇
七
）『
労
働
条
件
決
定
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と

方
向
性
』
の
第
四
章
（
内
藤
忍
担
当
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

13
．こ
の
点
に
つ
い
て
は
、労
働
政
策
研
究･

研
修
機
構（
二

〇
〇
七
）『
中
小
企
業
に
お
け
る
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
労
働
条
件
決
定
』
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
90
、

そ
の
中
で
も
特
に
、
第
Ⅱ
部
第
三
章
、
第
Ⅲ
部
第
一
章
、

そ
し
て
第
Ⅳ
部
を
参
照
さ
れ
た
い
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

お
う
・
は
く
す
う
／
労
働
政
策
研
究
・
研

修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
副
主
任
研
究

員
。
専
門
分
野
は
産
業
社
会
学･

労
使

関
係
論
。
最
近
の
論
文
に
「
企
業
と
労

働
組
合―

労
使
関
係
と
労
使
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
佐
藤
博
樹
・
佐
藤
厚
編

『
仕
事
の
社
会
学
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇

七
）、｢

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
企
業
別
組
合
の
役

割｣

（
稲
上
毅
・
連
合
総
合
生
活
開
発

研
究
所
編
『
労
働
Ｃ
Ｓ
Ｒ―

労
使
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と
課
題
』
Ｎ

Ｔ
Ｔ
出
版
）、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
シ
リ
ー
ズ
Ｎ
ｏ
．
２
『
労
働

条
件
決
定
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
方
向
性

―

集
団
的
発
言
機
構
の
整
備
・
強
化
に

向
け
て―

』（
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
が
あ

る
。
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